
責任者として担当作品を持つ修理現場の要。現場での作業や後進の指
導、修理工程の管理や発注者への説明、国や自治体の文化財保護監督
者などとの協議に主体的に関わる。

肌裏紙除去や補紙・補絹といった修理の重要な工程に関わる。先輩の
指導の下、色々な作業を徐々に一人でこなせるようになる。絵画か書
跡か自分の進む専門分野を考える。

主任技師

修理技術者資格制度キャリアアップのしくみ

認証式

中級実技審査

新任者講習会

初級実技審査

・各専門家の講義初級講習会

・筆記試験・面接技師長試験

上級講習会 ・各専門家の講義

主任技師試験

中級講習会

・筆記試験・面接
（※中級講習会実技審査
　　合格者のみ受験可能）

・各専門家の講義

修理全体に目を配り、後進を育てる。装潢修理技術者の最高峰として、
責任者であるだけでなく、修理設計や技術指導など対外的に活動する。 技 師 長

技 　 　 師

分野を問わず、修理に関する全般的な基礎知識を取得。糊炊き、包丁
研ぎ、紙継ぎ、資料整理などの下仕事を通じて、道具や材料の扱い方
を学ぶ。先輩の指導の下で、モノに触れる機会も与えられる。

技 師 補

中級 ・ 上級講習会

初級講習会

書跡に対して本紙修理の技術と知識の全般を有する者

主に、裂地と紙を用いた掛軸装・巻子装・
冊子装などの形態（装丁）の文化財修理
の技術と知識を有する者。

主に、装飾的な形態（装丁）を伴わない
古文書及び歴史資料群（冊子装、巻子装、
額などを含む）の形態（装丁）の文化財
修理の技術と知識を有する者。

書　跡

絵画に対して本紙修理の技術と知識の全般を有する者

主に、裂地と紙を用いた掛軸装・巻子装・
屏風装・襖貼付などの形態（装丁）の文
化財修理の技術と知識を有する者。

主に、次の形態の文化財の修理の技術と
知識を有する者。
壁画や板絵などの様々な基底材に描かれ
たもの。

絵　画

資格制度登録後、最短で 11 年目
から主任技師資格の受験が出来
るようになります。
自分の進みたいキャリアについ
て技師のうちによく考え、右の
4つの分野・分類から選択します。

資格試験の種類

主に、抄紙機を使用した「漉嵌」等によ
る修理の技術と知識を有する者。

主に、補彩、絵具層剥落止めなどの彩色
層の修理の技術と知識を有する者。

Ⅰ類 Ⅰ類

Ⅱ類 Ⅱ類

中級実技審査 ・分野・分類に応じた 
   技術の審査
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４

・基本技術の審査

国宝修理装潢師連盟加盟工房所属の場合は、
新任者講習会を受講。

連盟以外の工房所属の場合は、連盟へ所定
の申請書と修理報告書を提出する。

登録審査 ・筆記試験
＊連盟以外の工房所属の場合は
　面接試験も実施

＊外部登録技術者制度による


